
 6 月 29 日（水)、第 41 回通常理事会・評議員会が開催されました。 

（１）平成 22 年度事業報告・決算報告・患者負担金等支援基金審査結果等について審議の結

果、原案どおり承認されました。 

 平成 22 年度の非血縁者間骨髄移植は 1,192 件（内 1 件は末梢血幹細胞移植）で、前年度に

比べ 40 件減少する結果となりました。平成 22 年 4 月にコーディネーター制度の抜本的な見

直しを行い、専任コーディネーターを廃止し、コーディネーターを一本化するとともに、新

たに在宅勤務の地区事務局職員としてコーディネーションスタッフ 17 名を採用しました。 

 また、平成 22 年 10 月から非血縁者間末梢血幹細胞移植（ＰＢＳＣＴ）に関するコーディ

ネートを一部対象者を限定して開始、3 月末時点でのＰＢＳＣＴ採取・移植認定施設は 20 施

設となり、3月には国内初の非血縁者間ＰＢＳＣＴが実施されました。 

 なお、平成 22 年度の決算では、移植件数の減少等により収支では 3,624 万円の赤字決算と

なりました。 

（２）平成 23 年度に特例民法法人から公益財団法人に移行申請手続きを行う予定ですが、公

益財団法人の認定に必要な「定款の変更(案)」を審議した結果、正岡理事長を 初の代表理

事とする事務局案が承認されました。また、評議員選定委員会において選任された新法人に

おける 初の評議員 11 名について報告を行いました。 

 以上のほか、通常理事会では、笹井康典氏（全国衛生部長会 前会長）及び辻伸治氏（損保

代表 損害保険ジャパン常務執行役員）の 2 名の退任に伴い、ドナー安全委員会委員長である

金森平和氏（神奈川県立がんセンター血液内科・輸血医療科 部長)が評議員に選任されまし

た。また、評議員会では、麻生渡氏（全国知事会 前会長）の退任に伴い、山田啓二氏（全国

知事会 新会長)が理事に選任されました。 
   

※ 事業報告、決算報告、補正予算、患者負担金等の詳細につきましては、財団ホームページ

をご参照下さい。 http://www.jmdp.or.jp/about_us/overview/corporation.html 

  

 

 

日本骨髄バンクの現状（平成 23 年 6 月末現在） 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 6 月     260 人 

 合計  15,177 人（17 年 3 月～) 

■51 歳以上のドナー登録者数 

 6 月新規  102 人 

   延長  189 人 

 合計  23,179 人 

 5 月 6 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,756 3,019 385,349 503,783

患者登録者数 210 263 2,776 33,226

移 植 例 数 104 97 - 13,072
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注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

1 第 41 回通常理事会・評議員会の開催について 

■6月の区分別ドナー登録者数 ： 献血ルーム／ 1,130 人、献血併行型集団登録会／ 1,794 人、集団登録会／ 21 人、 

                 その他／ 74 人 
  

■骨髄バンクを介して 2回提供された方（累計数）686 人  ■DLI（ドナーリンパ球輸注）療法の実施件数（累計数）438 件 

■国際協力の現状（2011 年 4 月～6月）             

 ＜海外ドナー⇒国内患者＞移植数 1件：NMDP1 件        累計移植数：168 件 

 ＜国内ドナー⇒海外患者＞提供数 3件：KMDP2 件,NMDP1 件   累計提供数：204 件 



 「欽ちゃんのワースト脱出大作戦」は、様々なランキングで 下位の地域の住民にＮＨＫ

が協力し、ワーストからの脱出を目指す番組です。 

 8 月 19 日（金）19：30～20：45 の放送では、“対象人口千人あたりのドナー登録者数”が

全国 下位になってしまった群馬県がとりあげられます。県内のボランティアさんがメール

を出したことから、ＮＨＫの取材とドナー登録を増やす取組みが始まり、献血併行型ドナー

登録会も再開されるようになりました。ドナー登録を増やすためには、多くの方の協力が必

要です。ボランティアさんや自治体、日本赤十字社の方々など、一人でもドナー登録者を増

やそうと頑張っている関係者の皆さんの姿が放送されます。 

 先月の本紙でお知らせした標記の件につきましては、詳細について現在検討中のため、実

施時期を延期しております。なお、本件について、ボランティア団体から「連帯保証人を立

てられない患者からの患者登録は、一切受け付けなくなるのでしょうか。その場合、連帯保

証人がいない患者の救済についてどのようにお考えでしょうか。」等の質問を受けました。 

 当財団では、経済的な理由で骨髄移植を受けられない患者さんを出さないように、所得状

況に応じた減免措置を行っています。全額免除対象者以外の患者さんに患者負担金を支払っ

ていただいておりますが、残念ながら一部の患者さんのお支払いが滞っていることから、骨

髄バンクとしての公平性を担保するために、やむを得ず連帯保証人を指定していただかざる

をえないことを、ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 本件は、患者への費用請求に係る手続きの一環として行うもので、これまで同様医療機関

における移植の手続きとは別途のものです。従いまして、患者さんの登録の機会を妨げた

り、移植の機会を妨げたりする要因にはなりません。 

 入院時の連帯保証人がおられないなど特別な事情がある方には、所得状況に応じた患者負

担金の減免制度の活用も含めて、患者問合せ窓口等で個別に相談させていただきたいと考え

ています。 

 7 月 1 日（金）～3 日（日）、東京ドームの巨人対中日 3 連戦が「骨髄バンクシリーズ」と

して開催されました。3 日間にわたって入場者にリーフレットが配布されたほか、2 日と 3 日

には 22 番ゲート前広場の特設ステージで「助かる命を助けよう！」をスローガンに骨髄バン

ク支援イベントが行われ、移植経験者の荒井善正さん、細矢浩伸さん、提供経験者の黄木

奈々絵さんが自身の経験を語り、ドナー登録を呼びかけました。特設ステージ横に設置され

たテントではドナー登録説明会が開かれ、ステージのイベントを見た方たち等がドナー登録

の説明を聞きにいらっしゃいました。 
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4 ＮＨＫテレビ「欽ちゃんのワースト脱出大作戦」 

3 読売巨人軍「骨髄バンクシリーズ」 

2 患者負担金の支払いに関する連帯保証人について 



 「骨髄提供者となられる方へのご説明書」および「補足事項」の改訂（内容の一部変更・

データの更新等）を行いました。 

 地区代表協力医師・採取責任医師・調整医師・コーディネーターの皆様には、今月号のマ

ンスリーＪＭＤＰに同封して「ご説明書」と「補足事項」の改訂版、ならびに変更一覧をお

送りします。 

 初期コーディネート担当からドナーの方へ改訂版「ご説明書」・「補足事項」の送付を開

始するのは 8月上旬頃となる見込みです。 

 なお、「『骨髄バンク団体傷害保険』適用症例一覧」、「骨髄バンク団体傷害保険で後遺

障害適用となった事例について」も改訂しましたので、併せてご利用ください（財団ホーム

ページでもご覧いただけます）。 

※ コーディネート中のドナーの方へご説明書等の差し替えは必要ありません。 

 傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

          公開・非公開 開催予定 

常任理事会 公開・一部非公開 7月 21 日（木）17:30～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

 本年 12 月 

■骨髄移植推進財団設立 20 周年キャンペーン「友情～秋桜のバラード～」 

  白血病の転校生と同級生たちとの友情を描いた舞台「友情～秋桜のバラード～」が幕を

開けます。今年は骨髄移植推進財団 20 周年キャンペーンとしての開催です。 

  ◇2011 年 8 月 24 日（水）～28 日（日） 三越劇場（日本橋三越本店本館 6階） 

  ◇2011 年 9 月 1 日（木）～ 7 日（水） 渋谷区文化総合センター大和田 伝承ホール 

 【お問合せ】劇団絵生(えき)：TEL 03-5427-1822、ディスクガレージ：TEL 03-5436-9600 
   

■「ＩＭＡＧＩＮＥ9.11」 

  同時多発テロが発生したアメリカと日本を舞台に、骨髄液を空輸するために力を尽くし

た人達を描いた舞台です。 

  ◇2011 年 9 月 9日（金）～11 日（日） 銀座 博品館劇場 

 【お問合せ】ＩＭＡＧＩＮＥ9.11 制作実行委員会：TEL 03-5327-3353 
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7 「骨髄提供者となられる方へのご説明書」および「補足事項」の改訂について

6 財団の会議開催予定 

5 骨髄移植がテーマの舞台が今年も再演 

ここからは、調整医師、採取施設、移植施設およびコーディネーターの皆さまを対象としています。 

コーディネート関係者のコーナー 


